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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第１四半期連結
累計期間

第86期
第１四半期連結
累計期間

第85期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (千円) 8,133,226 7,219,854 33,986,539

経常利益 (千円) 1,091,824 903,953 4,311,771

親会社株主に帰属する四半期(当期)

純利益
(千円) 711,830 592,106 2,702,096

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 533,695 168,073 2,198,636

純資産額 (千円) 18,034,015 19,113,983 19,302,516

総資産額 (千円) 33,152,480 32,155,119 32,277,846

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 24.15 20.12 91.76

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 54.1 59.1 59.5

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありませ

ん。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による各種政策により、雇用環

境や所得環境に改善がみられ、緩やかな回復基調で推移しましたが、米国の利上げ見送り等によ

る株価低迷、急速な円高が設備投資や個人消費に影響し、先行きは不透明な状況で推移しまし

た。世界経済におきましては、資源価格の低迷や中国経済をはじめとした海外景気の下振れリス

ク、英国のＥＵ離脱問題による影響等が懸念される状況にありました。

このような情勢のなかで、当社グループにおきましては、国内では市場の変化に対応した販売

体制の定着が図られ、その効果が着実に現れてきました。海外におきましては、海外関係会社を

軸に、既存代理店の販売サポート体制の強化や新規取引先の開拓に努めてまいりました。

収益面につきましては、生産性の改善や原価低減活動、経費の節減等、利益確保に努めてまい

りました。

その結果、売上高は国内が5,099百万円（前年同期比2.2％増）、海外が2,120百万円（前年同

期比32.6％減）、全体で7,219百万円（前年同期比11.2％減）となりました。

損益につきましては、営業利益は984百万円（前年同期比5.7％減）、経常利益は903百万円

（前年同期比17.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は592百万円（前年同期比16.8％

減）となりました。

 

セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。

①　建設機械事業

建設機械事業では、国内は東京オリンピック開催やリニア中央新幹線開通を見据えた大都市圏

等の建設需要は堅調に推移しましたが、地方等の公共工事関連の需要は低迷しました。海外にお

きましては、長期化する中国経済の鈍化や資源安等の影響により北米、東南アジア等が低迷し、

海外全体としては前年同期を下回りました。その結果、売上高は5,646百万円（前年同期比

14.7％減）、セグメント利益は1,117百万円（前年同期比6.0％減）となりました。

 

②　産業機械事業

産業機械事業では、国内での厳しい設備投資状況のなか、昨年にラインナップが完了した新型

モータコンプレッサによる省エネ提案や新規市場の開拓等、積極的な営業活動を行なってまいり

ました。その結果、売上高は1,573百万円（前年同期比4.1％増）、セグメント利益は186百万円

（前年同期比14.0％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　流動資産

当第１四半期連結会計期間末における流動資産残高は、前連結会計年度末に比べ340百万円

増加し、22,483百万円となりました。これは主に、債権回収により現金及び預金が増加し、受

取手形及び売掛金が減少したことによるものであります。

 

②　固定資産

当第１四半期連結会計期間末における固定資産残高は、前連結会計年度末に比べ463百万円

減少し、9,671百万円となりました。これは主に、時価の下落により投資有価証券が減少した

ことによるものであります。

 

③　流動負債

当第１四半期連結会計期間末における流動負債残高は、前連結会計年度末に比べ147百万円

増加し、9,696百万円となりました。これは主に、運転資金の調達により短期借入金が増加し

たこと及び納税により未払法人税等が減少したことによるものであります。

 

④　固定負債

当第１四半期連結会計期間末における固定負債残高は、前連結会計年度末に比べ81百万円減

少し、3,344百万円となりました。これは主に、流動負債への振替により長期借入金が減少し

たことによるものであります。

 

⑤　純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産残高は、前連結会計年度末に比べ188百万円減

少し、19,113百万円となりました。これは主に、利益剰余金が増加したこと及び時価の下落に

よりその他有価証券評価差額金が減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は47百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更は

ありません。

 

EDINET提出書類

北越工業株式会社(E01663)

四半期報告書

 4/19



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 30,165,418 30,165,418
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　100株

計 30,165,418 30,165,418 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

－ 30,165,418 － 3,416,544 － 3,394,894

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認で

きないため、記載することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主

名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

537,300
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,601,800
296,018 －

単元未満株式
普通株式

26,318
－ －

発行済株式総数 30,165,418 － －

総株主の議決権 － 296,018 －

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権10個)含ま

れております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」制

度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保有する当社株式204,000株(議決権2,040

個)が含まれております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式83株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
北越工業株式会社

新潟県燕市下粟生津3074 537,300 － 537,300 1.78

計 － 537,300 － 537,300 1.78

(注)　「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行㈱(信託

Ｅ口)が保有する当社株式204,000株は、上記自己株式等の数に含めておりません。

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28

年４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,124,462 5,983,278

受取手形及び売掛金 13,211,509 12,081,145

商品及び製品 3,515,282 3,172,228

仕掛品 135,323 167,633

原材料及び貯蔵品 457,538 502,172

繰延税金資産 373,784 411,345

その他 325,438 165,912

貸倒引当金 △88 △68

流動資産合計 22,143,250 22,483,648

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,484,643 5,495,141

減価償却累計額 △3,815,034 △3,846,789

建物及び構築物（純額） 1,669,608 1,648,351

機械装置及び運搬具 7,132,257 7,164,022

減価償却累計額 △5,049,543 △5,150,815

機械装置及び運搬具（純額） 2,082,714 2,013,207

土地 1,812,069 1,812,069

建設仮勘定 66,695 75,451

その他 1,287,746 1,308,286

減価償却累計額 △1,116,950 △1,134,745

その他（純額） 170,796 173,541

有形固定資産合計 5,801,884 5,722,620

無形固定資産 120,653 129,547

投資その他の資産   

投資有価証券 3,139,055 2,606,246

関係会社出資金 618,691 610,897

繰延税金資産 246,661 394,325

その他 233,984 217,672

貸倒引当金 △26,335 △9,837

投資その他の資産合計 4,212,057 3,819,303

固定資産合計 10,134,596 9,671,471

資産合計 32,277,846 32,155,119
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,912,596 6,283,336

短期借入金 440,000 1,040,000

未払法人税等 772,762 361,721

賞与引当金 598,854 889,972

役員賞与引当金 68,300 83,300

製品保証引当金 18,120 18,000

その他 1,738,821 1,020,504

流動負債合計 9,549,455 9,696,834

固定負債   

社債 500,000 500,000

長期借入金 330,000 220,000

繰延税金負債 56 286

株式給付引当金 61,416 66,809

役員株式給付引当金 23,784 33,286

ＰＣＢ対策引当金 93,962 93,962

退職給付に係る負債 2,219,666 2,231,771

その他 196,989 198,186

固定負債合計 3,425,874 3,344,301

負債合計 12,975,330 13,041,135

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,416,544 3,416,544

資本剰余金 3,887,594 3,887,594

利益剰余金 11,020,566 11,257,136

自己株式 △284,528 △284,269

株主資本合計 18,040,176 18,277,006

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,242,120 871,804

為替換算調整勘定 20,254 △27,212

退職給付に係る調整累計額 △101,431 △107,310

その他の包括利益累計額合計 1,160,943 737,282

非支配株主持分 101,396 99,694

純資産合計 19,302,516 19,113,983

負債純資産合計 32,277,846 32,155,119

 

EDINET提出書類

北越工業株式会社(E01663)

四半期報告書

 9/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 8,133,226 7,219,854

売上原価 5,716,002 4,919,676

売上総利益 2,417,224 2,300,177

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 161,675 148,495

貸倒引当金繰入額 2,815 －

役員報酬及び給料手当 426,558 444,407

賞与引当金繰入額 163,448 152,622

役員賞与引当金繰入額 20,775 15,000

退職給付費用 23,624 24,831

株式給付引当金繰入額 8,372 3,016

役員株式給付引当金繰入額 － 9,501

その他 565,471 517,779

販売費及び一般管理費合計 1,372,740 1,315,654

営業利益 1,044,483 984,523

営業外収益   

受取利息 1,645 2,051

受取配当金 11,460 10,979

持分法による投資利益 6,496 －

為替差益 19,194 －

その他 17,095 8,625

営業外収益合計 55,892 21,656

営業外費用   

支払利息 5,237 3,096

為替差損 － 94,598

持分法による投資損失 － 4,229

その他 3,314 302

営業外費用合計 8,551 102,226

経常利益 1,091,824 903,953

特別利益   

固定資産処分益 46 －

特別利益合計 46 －

特別損失   

固定資産処分損 4,874 920

特別損失合計 4,874 920

税金等調整前四半期純利益 1,086,996 903,033

法人税、住民税及び事業税 450,979 331,069

法人税等調整額 △77,139 △19,770

法人税等合計 373,839 311,298

四半期純利益 713,156 591,735

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,326 △371

親会社株主に帰属する四半期純利益 711,830 592,106
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 713,156 591,735

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △113,879 △370,315

為替換算調整勘定 △66,401 △12,326

退職給付に係る調整額 469 △5,879

持分法適用会社に対する持分相当額 349 △35,139

その他の包括利益合計 △179,461 △423,661

四半期包括利益 533,695 168,073

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 532,368 168,444

非支配株主に係る四半期包括利益 1,326 △371

 

EDINET提出書類

北越工業株式会社(E01663)

四半期報告書

11/19



【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、持分法適用非連結子会社であったAIRMAN USA CORPORATIONは

重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

 

(会計方針の変更)

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の

取扱い」(実務対応報告第32号　平成28年６月17日)を当第１四半期連結会計期間に適用し、平

成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額

法に変更しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ146千円増加しております。
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(追加情報)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号　平成28年

３月28日)を当第１四半期連結会計期間から適用しております。

 

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する

取引を行っております。当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて

自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号　平成27年３月26

日)を適用し、当該指針に従って会計処理を行っております。

(1) 取引の概要

当社は、従業員に対し個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給

権の取得をしたときに当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給

付する株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として

分別管理しております。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結

会計年度140,805千円、149,000株、当第１四半期連結会計期間140,521千円、148,700株であ

ります。

 

(取締役、執行役員及び監査役に対する業績連動型株式報酬制度)

当社は、取締役(社外取締役を除く。)、執行役員及び監査役(社外監査役を除く。)(以下、

「役員」という。)に対するインセンティブの付与を目的として、役員に信託を通じて自社の

株式を交付する取引を行っております。当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等

に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号　

平成27年３月26日)に準じて会計処理を行っております。

(1) 取引の概要

当社は、役員に対し当該事業年度における報酬月額、業績達成度等に応じて一定のポイン

トを付与し、役員退任時に累積ポイントに応じた当社株式を給付します。役員に対し給付す

る株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別

管理しております。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結

会計年度42,503千円、55,000株、当第１四半期連結会計期間42,503千円、55,000株でありま

す。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 285千円 －千円

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりませ

ん。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、

次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 145,426千円 159,033千円

 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 711,079 24 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

(注)　平成27年６月26日定時株主総会の決議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保

有する当社の株式に対する配当金3,600千円が含まれております。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 355,536 12 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

(注)　平成28年６月29日定時株主総会の決議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保

有する当社の株式に対する配当金2,448千円が含まれております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 建設機械事業 産業機械事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 6,621,002 1,512,224 8,133,226

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 6,621,002 1,512,224 8,133,226

セグメント利益 1,188,604 216,654 1,405,258

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,405,258

全社費用(注) △360,774

四半期連結損益計算書の営業利益 1,044,483

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 建設機械事業 産業機械事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 5,646,119 1,573,734 7,219,854

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 5,646,119 1,573,734 7,219,854

セグメント利益 1,117,577 186,407 1,303,984

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,303,984

全社費用(注) △319,460

四半期連結損益計算書の営業利益 984,523

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

北越工業株式会社(E01663)

四半期報告書

16/19



(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 24円15銭 20円12銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 711,830 592,106

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額(千円)

711,830 592,106

普通株式の期中平均株式数(株) 29,478,305 29,424,092

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益金額」の算定

上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております(前第１四半期連結累計期間149,700

株、当第１四半期連結累計期間203,925株)。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成28年８月10日

北越工業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 清　　水　　栄　　一　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大　　黒　　英　　史　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る北越工業株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日
から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連
結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越工業株式会社及び連結子会社
の平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
 
 
（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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